聴覚障害者にかかわる免許制度が改正されました
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　　　現状

「10メートルの距離で90デシベルの     「10メートルの距離で90デシベルの

  警音器の音がきこえる」　　　　　      警音器の音がきこえない

 （第一種免許のみ補聴器使用可）」


　　　　　　運転免許が　　　　　　　　　　　　　　運転免許が

　　　　　　取得出来る　　　　　　　　　　　　　　取得出来ない



　　　　　

　　　現状のまま変わりはない　　　　　　運転免許を取得出来る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜条件＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ワイドミラーの使用

　　聴覚障害者　　　　　　　　　　　　　　免許証の条件に「特定後写鏡」

　　　　　標識　　　　　　　　　　　　　　と記入される

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○聴覚障害者標識を前方又は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後方から見やすいように表示する




　　　　　　　　耳マークを提案提出しなかった理由

　１．耳マークは、聴覚障害者であることを示し、本人のコミュニケーション方法

　　に沿った配慮や対応を表わすマークです。

　２．耳マークの著作権は、全難聴にあります。仮に耳マークが聴覚障害者標識に

　　なった場合は、著作権も警察庁に譲渡することになります。そうなると広範な

利用を図っている関係機関や各地の協会では自由に耳マークの普及活動がで

きなくなります。

聴覚障害者の標識を表示した


普通自動車に対する幅寄せ等


の禁止（罰則あり）





表示義務違反した場合は、罰則となる。








